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は じ め に
集成材による構造物の安定性を考えるとき,最も重要な性質の一つは,その部材の粘弾性挙
動であり,ク1)-プの現象はその最も基本的な形の一つである｡











前報1'と同じ条件でタイワンヒノキ (ChamaecyparisformosensisMATSUM.) の 51plyの




｢41 J 圧 /ampendl
LL,【∴,j













では中央集中荷重が一般的 で あ ろ う
が,荷重の大きさ,スパンなどを考慮













Plには, 直径 20mm の
鋼管を通じてアングル台座
とコンクリー トブロックよ
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Pl点に の ス ケ ール を立


















また,この損みは,梁のスパン方向の縦ひずみによるもの yn と,せん断によるもの γSの合
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の中の最も有望とされているものの一つである ToBOLSKY-EYRING3) の理 論を手がかりにし
て,上のデータを整理 してみよう,すなわち,上の変形過程を C l なる弾性係数をもつスプリソ
グと直列に,G2なる弾性係数をもつスプリングと EYRINGtypeの粘性を示すダシュポッ トが
並列に組まれている系が連結されているような3要素模型をあてはめて考察してみよう,即ち
(i) ds_ 1 dfldi-Gl dl'
(i) 憲 一を ･普 +A2Sinh(B212)I-･..･････････--.(2)
これらの系に具体性をもたせるならば (i) は繊維素分子内の 1次結合などで代表されるよ
うな変形機構に,(ii)は繊維相互間の2次結合のすべりなどで代表されるような変形機構に対
応させて考えることもできよう (このように考えると Cl,C 2の orderはそれぞれ 1011およ
び 107dyne/cm2 程度となろう)｡木材をこのように (i) (ii) の変形機構だけで扱 うことは
segmentmotionの効果などを考えると不備はまぬがれないが,ここでは複雑化を避けて一つ
の試みとして (i)(ii)の機構にまとめて考えることにしよう｡
式 (1)および (2)において,fl(i-1,2) は (i)叉は (ii)の変形機構のになう応力,Gl
は (i)又は (ii)の変形機構の弾性率,Sは変形,tは時間,A2,B2は




で示される値で, この式中 n2ほ,応力方向の単位長さに含まれる (ii)型流動単位の数,N2
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位置間の距離の応力方向の正射影,AF2*は (ii)型 流 動 に対 す る活性化エネルギー,hは
PLANCK の定数,kは BoLZMANN の定数である｡
1)2)式を荷重一定,fl+fB-P の条件で積分し,f20>f3>1/282 の範囲で近似を行なう
と (但し,f20は (ii)型機構の初期応力),
S--fg +iGT ln(A282Gp)･k lni ･--I.････-･･･-･-･(5)
…α+∂lnZ≒α+2.303∂log～




木 材 研 究 第31号 (1963)
Fig.5Eは,それぞれの応力 レベルについての あの平均値と時間の関係を示すもので,これ
から温度および応力 レベルによるクリープ曲線の傾きの変化が推測できる｡
これを詳しく調べるために,bと温度 (絶対温度 T) の関係をそれぞれの応力 L/ベルにつ
いて描いてみると,Fig.6のようになり,278oK<T<300oK では,大ざつばにみて直線関係
が成 り立つと考えよう｡




ここに, a:1,β1は応力 レベル Sに関係する定数である｡
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YLINEN了) の KLefer素材における短時間試験の結果では,ST.VENANT の仮説が成り立つと
されている｡即ち,破壊は変形量が一定の値に達したときに生ずるという｡しかし,パーティ
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示すものである｡
同図 から, 大体に おい
て,強度は時間の対数につ
いて直線的 (測定数が少な
いのではっきりい え な い
が)に低下することがわか
る｡ そ して, 2年 3カ月
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紘,平衡弾性率 E- と,瞬間弾性率 Eoの比に等しいとし,Kieferに対し dw/db-E-/E.
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